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平成３０年度 始業式・着任式

今年度も、不定期ではありますが、本校の活動の
様子の一助になればと思い、学校通信「知心健」を
発行させていただきます。よろしくお願いいたしま
す。
さて、４月５日（木）に千葉校長先生をはじめ５

名の新しい先生方、そして事務職員の計７名が着任
いたしました。着任式では、生徒会長の中西遥都
（なかにし はると）さんから歓迎の挨拶のあとに、
着任された教職員から挨拶がありました。
始業式では、千葉校長先生から今年の春光台中学校の重点目標として、

「Challenge」が大きく掲げられ、その具体が３つ示されました。
「Team work」 ～仲間と協力して目標を実現させよう

「Thinking」 ～今、このとき、この瞬間を大切にしよう

「Life」 ～自分と周りの人を大切にする心をもとう

その後、学級担任や教科担任の紹介が行われると生徒の歓声があがる場面もあり、これ
から始まる新たな学校生活に期待を寄せている姿が見られました。

平成３０年度入学式が挙行されました

５日（木）１３時から、１０５名の新入生を迎え、入学式が挙行されました。生徒会長
の「中西 遥都さん」からは歓迎の言葉、新１年生の「野原 雫さん」からは誓いの言葉
が述べられました。二人ともしっかりとした話し方で決意を述べていました。

＜歓迎の言葉 ３年生 中西遥都さん ＞ ＜誓いの言葉 １年生 野原 雫さん＞



千葉校長先生の式辞の一部
「新入生へのメッセージ」をご紹介します。

新入生の皆さん，入学おめでとうございます。
新しい制服に身を包んだ君たちをこうして見ていると，中学校生活への期待とやる気を感

じます。しかし，不安なこともあるでしょう。当然です。これまでは，担任の先生を中心に
学習に取り組んできましたが，これからは，教科ごとに先生が変わる教科担任制となります。
また，新しい教科との出会いや部活動など多くの環境の変化に戸惑うこともあるかもしれま
せん。しかし，安心してください。本校の先生方がいつも君たちのそばにいます。また，２
年生，３年生の先輩も付いています。何か困ったことがあれば，いつでも声をかけてくださ
い。私たちは全力で君たち新入生を支えていきます。
ところで，今社会では若者が大活躍しています。将棋の藤井聡太さん，フィギアスケート

の羽生結弦さん，野球の大谷翔平さん，などたくさんいます。
さて皆さん，そんな彼らに共通していることは何だと思いますか。
私は，彼らは「自らの力を信じ，自らの道を切り拓く力のある人」だと考えています。こ

れからの社会は，ＡＩ化やグローバル化が急激に進み，オクスフォード大学のオズボーン博
士は，１０年後，今ある職業の半分はなくなり，人工知能がそれに代わると予想しています。
そのような社会の中でも皆さんが幸せな人生を送るために必要な力，それが「自らの力を信
じ，自らの道を切り拓く力」であると思います。
皆さんがこの中学校を卒業していくとき，その力を身に付けさせることが，われわれの努

めであると考えています。そのため，春光台中学校では，代々色々なキーワードを作り，
全校生徒で取り組んできています。
今年度は，次の言葉をキーワードとします。

「チャレンジ」 ～ 失敗を恐れずに挑戦する ～です。
そこで，皆さんに３つの「チャレンジ」をお願いします。
１つは，「仲間と協力し，目標を実現」させることに「チャレンジ」してほしいのです。人

は社会に出ると様々な人と関わりをもちながら生きていくこととなります．その中で充実し
た人生を送るためには，仲間と協力しながら物事を成し遂げる経験が大切となります。その
ため，中学校時代には授業や学校行事，部活動など様々な活動を通して仲間と協力し，目標
の実現に向けてチャレンジしてほしいのです。
そしてそれらの経験が未来を切り拓く「基盤」となるのです。
２つ目は，「今，このとき，この一瞬」を大切にすることに「チャレンジ」してほしいので

す。「今」は「過去」と「未来」をつなぐ架け橋です。「過去」の出来事を反省し，「今」を精
一杯生きることによって，すてきな「未来」を創ることができるのです。そのために，「今」
やらなければいけないこと，やるべきこと，努力すべきことを大切にしてほしいのです。「今，
このとき，この一瞬」の積み重ねが，未来を切り拓く「力」になるのです。
３つ目は，「自分と周りの人を大切にする心」をもち続けることに「チャレンジ」してほし

いのです。自分を大切にすることができる人は，常に前向きに解決策を考えることができま
す。何か失敗したときに，「だめだ，自分はだめな人間だ」と考えず，「誰にでも失敗はある。
この失敗を次に活かそう」と考えてほしいのです。また，人を思いやることができる人は，
人から助けてもらえるのです。そしてそれが未来を切り拓く「希望」になるのです。
新入生の皆さん，君たちの素敵な未来ために，春中生としての自覚と誇りをもって，自ら

の力を信じ，仲間を大切しに，学習や部活動，学校行事など多くのことに「チャレンジ」し
てください。私たち春光台中学校の全教職員は全力でそれをサポートしていきます。
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